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  生徒規定 

 

１ 校内生活 

（１）日課は次の通りとする。 

    始業時刻 ８時４０分 

    下校時刻１７時 

（２）欠席・遅刻・早退・外出をしない。やむを得ない場合は、所定の届を提出するか、   

電話連絡をする。（ＴＥＬ ０４７９―２２―６９０６） 

（３）貴重品・私物は各自で管理する。また、学校生活に不必要なものは持ち込まない。 

（４）授業中の携帯電話は、電源を切りカバンの中に入れる。 

（５）生徒会・課外活動へは積極的に参加する。 

（６）各証明書は、身分証明書を提示し、事務室で交付を受ける。 

（７）登下校時は、交通安全に注意するとともに、服装規定に定められた通りに制服を  

着用し、高校生としてのマナーを守る。 

（８）頭髪・服装は、次項の頭髪・服装規定を守ること。なお、制服の改造は認めない。 

 

２ 頭髪・服装規定 

※服装頭髪は常時面接試験に行ける状態で学校生活を送ること。 

（１）頭髪等の規定 

   頭髪等は高校生としてふさわしいものとし、以下の事柄については特に禁止する。 

   ①髪にウェーブをかけること（方法は問わない）。 

   ②染色・脱色をすること。 

   ③アンバランスにデザインされたカットをすること。 

    （男子では長髪や脇に段差を極端に刈上げる髪型など）。 

   ④そり込みを入れることや、もみあげを長くしたり極端に短くしたりすること。 

   ⑤ひげを伸ばしたり、眉毛をそり込んだりすること。 

 

（２）服装規定 

  ①男子制服 

      本校指定の上着・スラックス・ワイシャツ・ネクタイ・（セーター）・（ベスト）を

着用する。また、制服の改造は認めない。上着の襟には校章バッジを付けること。 

 

  ②女子制服 

   本校指定の上着・スカートまたはスラックス・ブラウス・リボンまたはネクタイ・

（セーター）・（ベスト）を着用する。 

また、制服の改造は認めない。上着の襟には校章バッジを付けること。 

 

  ③更衣 

   更衣の時期は下に示した通りとする。 

１月 ２月 ３月 ４月 

冬 服 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

  夏 服 

 11月 12月 

 冬 服 

   ※夏季特別期間：５月１日～１０月３１日               
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＜冬服＞ 

  制服を正しく着用する。また、セーター・ベストの着用は任意とする。 

 

＜夏服＞ 

  本校指定の夏服を加えた中から選択して着用する。 

気候に合わせて、上着・セーター・ベストを、ワイシャツ・ブラウスの上へ着用する

ことを認める。 

ネクタイ・リボンの着用は任意とする。 

 

  ④上着 

      男女とも本校指定のものを着用する。  

 

  ⑤スラックス 

   本校指定のものを、正規の丈で着用 

   する。 

   ＜男子は腰の部分に確認用刺繍＞ 

 

  ⑥スカート 

本校指定のもので、スカート丈は膝頭 

中心に丈がかかるようにする。 

      ＜腰の部分に確認用刺繍＞ 

 

  ⑦セーター・ベスト 

本校指定のセーター・ベストのみ可。 

（胸にℭの刺繍が入る） 

市販のものは着用を認めない。 

 

  ⑧ワイシャツ・ブラウス 

      ワイシャツ・ブラウスは、長袖・半袖 

   ともに本校指定のものを着用する。 

    ＜胸ポケットにℭの刺繍入り＞ 

 

  ⑨ポロシャツ 

夏季特別期間に限り本校指定のポロシャ 

ツの着用を認める。 

＜令和６年度入学生までとする＞ 

 

⑩ネクタイ・リボン 

   本校指定のものを正しく着用する。 

   始業式・終業式は、その時期の規定に従う。 

 

  ⑪靴下 

   靴下は、白、紺又は黒のみ可。 

   女子のスカート着用時の靴下は、脹脛にかかる長さ以上とする。 

   女子のストッキングは、黒・紺・ベージュとする。 

   女子は入学式・卒業式及び周年式典等の時には、紺のハイソックスを着用する。 

女子ブラウス 

（半袖） 

男子ワイシャツ 

（長袖） 

 

 

           

 

 

刺繍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校章バッジ 

 

紺色２本線 

 

男子上着 

 

女子上着 

 

 

 

 

 

 

 

ネクタイ   リボン 

 

 

 

       腰履防止刺繍 

 

 

改造防止刺繍 
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      （式典時ストッキングを着用する場合はベージュとする） 

   始業式・終業式は、その時期の規定に従う。 

 

  ⑫靴・コート 

   華美なものを避け、色・形は生徒にふさわしいものとする。 

  ⑬バック 

   通学用バッグは教科書・ノート等の入る大きさ以上のものとする。ショルダー式の

メッセンジャーバックや紙袋等は事故防止のため使用は認めない。 

  ⑭化粧・装身具等 

   化粧等はしない。色付きリップ、カラーコンタクト、また、ピアス・指輪・ネック 

レス等の装身具等は身につけない。 

  ⑮異装 

   やむを得ない事情によって所定の服装が着用できないときは、ＨＲ担任に異装願い

の許可を得ること。 

  ⑯特別規定 

   部活動の活動目的に限り、休業日（土日祝日・長期休業中等）の登下校及び校外活

動（大会・練習試合等）の移動時は、部活動として適切かつ本校生徒と分かる服装

または持ち物であれば可とする。 

 

３ 校外生活 

（１）高校生にふさわしくない場所には出入りしない。 

   （法的に禁じられている場所など） 

（２）夜間外出・無断外泊はしない。 

   （午後１１時までには帰宅し、以降の外出はしない） 

（３）通学面については、次のことを守ろう。 

  ①常に交通安全に心がける。 

  ②自転車及び二輪車での通学は必ず学校に届出をする。 

   ※二輪車（原付等）での学校への乗り入れは禁止とする。 

  ③タクシー・自家用車（他人の車への乗車は禁止されています）での、正門からの

進入は禁止する。 

  ④通学途上、事故にあったときは、適切な方法で、速やかに家庭と学校に知らせる。 

   （緊急電話学校２２―６９０６ 警察１１０ 火事・事故・緊急１１９） 

 

４ アルバイト 

（１）課業期間中のアルバイトは、原則認めない。 

①経済的事由等により特に必要であると認められた生徒には、許可を与える。 

②必要がある場合は、「アルバイト許可願い」を提出すること。 

 

③学業に支障を来さない範囲とする（祝休日のみ）。 

また、考査期間中、１週間前からの就業は禁止とする。（祝休日を含む） 

※以下（３）以降参照 

（２）長期休業期間に限り、保護者の責任において申請によりアルバイトを許可する。 

①長期休業とは、夏季休業、冬季休業、３年生の自由登校・家庭学習期間とする。 

②事前に「アルバイト申請書」を提出したうえでアルバイトを始めること。 

③アルバイトの期間は、長期休業日数の半分を目安とする。 
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ただし、３年生の自由登校・家庭学習期間はこの限りではない。 

④講習期間は、土日祝日のみとし、平日はアルバイトを行わない。 

※以下（３）以降参照 

（３）アルバイトの職種は、高校生の良識の範囲とする。 

   なお、アルコール提供や接待を主体とする場所、または危険物を取り扱う場所など

は禁止する。 

（４）アルバイトを許可する時間は、深夜及び未明の就業は禁止とし、学業を最優先と  

する。 

（５）学期の評価で欠点の保持や、学期の欠席・遅刻・早退が多い者は、問題が解消され

るまでアルバイトを許可しない。 

（６）アルバイト先等に変更が生じたときは、速やかに必要書類提出をもって担任へ報告

する。 

（７）無許可アルバイトやアルバイト規則に違反した場合は、特別指導の対象とする。 

   ※長期休業中のアルバイトにおいて申請書未提出者もこれにあたる。 

（８）アルバイトは学校を離れて行う活動であるため、就労の場合は、保護者の責任も  

生じることを十分に認識すること。 

 

 

５ 発効時期 

 この「生徒規定」は、令和７年４月１日から発効する。 


